
１　後醍醐天皇綸旨　延元3（1338）年7月23日
２　護良親王令旨　元弘3（1333）年4月28日
３　和泉守護代大塚惟正奉書　延元3（1238）年11月18日
４　関東御教書　正慶元（1332）年12月9日
５　岸和田治氏軍忠状案（中家系図紙背文書）　延元2（1337）年3月日
６　和田性蓮処分状　永仁2（1294）年11月7日
７　中家系図（部分）
８　和田助家着到状　元亨4（1324）年10月3日
※ 1は金剛寺文書、2～8は和田家文書（重要文化財）

〒590-0802 大阪府堺市堺区百舌鳥夕雲町２丁 大仙公園内
TEL.072（245）6201　FAX.072（245）6263
https://www.city.sakai.lg.jp/kanko/hakubutsukan/
フェイスブックにも堺市博物館の情報満載
https://www.facebook.com/sakaishihaku/

SAKAI　CITY　MUSEUM
堺市博物館

※（　）内は20名以上の団体料金（要事前予約）
※堺市内在住・在学の小・中学生は無料
※堺市在住の65歳以上の方、障害のある方は無料（要証明書）

●開館時間　午前9時30分～午後5時15分（入館は午後4時30分まで）
●休 館 日　月曜日（祝日の場合は除く）
●観 覧 料　一般200円（160円）
　　　　　　高校・大学生100円（70円）
　　　　　　小・中学生50円（30円）
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企画展



韓国慶州市　路西里古墳群

・発熱（37.5度以上）や咳・咽頭痛などの症状、だるさ、息苦しさなど体調に不安のある方のご来場はご遠慮ください。
・ご来館の際には、必ずマスク等口を覆うものをご着用ください。
・新型コロナウイルス感染症対策のため、予告なく会期や関連行事等を変更することがあります。
　詳しくは、当館ホームページにてご確認ください。

ご来館の際のご注意

堺市博物館公式キャラクター
サカイタケルくん

◯C YABUUCHI Satoshi

韓国慶州市　路西里古墳群群群群

◆交通案内
電　車　JR阪和線「百舌鳥」駅下車約500m
バ　ス　南海高野線「堺東」駅から
　　　　南海バス（140系統で約10分）、
　　　　バス停「堺市博物館前」下車約280m
駐車場　大仙公園第3駐車場
　　　　（仁徳天皇陵古墳東南・有料）SAKAI　CITY　MUSEUM

堺市博物館

綸旨・軍忠状・申状・・・。さまざまな種類の中世文書をもつ和田家文書の特色を紹介！綸綸綸綸綸綸旨旨旨旨旨旨 軍軍軍軍忠忠忠忠状状 申申申申申申申状状
りん　じ　　ぐんちゅうじょう　もうしじょう

和田（美木多）、金田・長曽根、金剛寺・・・。和泉・河内の鎌倉・南北朝期がわかる！
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《お申し込み》往復はがき・堺市電子申請システムのいずれかでお申し込みください。

◆演題：和田家文書と和泉・河内の南北朝時代
◆講師：当館学芸員
◆日時：令和3（2021）年11月3日（水・祝）
◆時間：午後2時から1時間程度、その後展示品解説。
◆場所：博物館地階ホール
定員45名、直接会場へ、展示品解説参加の場合は要観覧料。

学芸講座

【往復はがき】
⑴申込者氏名（ふりがな）、⑵住所、⑶電話番号、返信面に返信先の宛名をご記入の上、「堺市博物館」まで
郵送ください。1枚のはがきで1名のみ申し込むことができます。
【堺市電子申請システム】
10月1日（金）～10月24日（日）の受付期間中に堺市博物館ホームページよりアクセスの上、お申し込みください。
1メールアドレスで1名のみ申し込むことができます。

後醍醐天皇綸旨　元弘３（1333）年12月27日（和田家文書）

源彦王丸置文
元徳元（1329）年10月25日（和田家文書）

和田助家手負注文　正慶2（1333）年4月20日（和田家文書）

昭和48（1973）年頃の美木多地域の景観
（個人蔵、現在の檜尾大橋南端付近から桃山台方面を望む）

大中臣助綱寄進状案
建保2（1214）年2月日（金剛寺文書）

中世和田庄の領主
天野山金剛寺（河内長野市）

◆日時：11月14日（日）
◆時間：午後2時から30分程度。
◆場所：企画展会場

学芸員による展示品解説

事前申込不要、直接企画展会場へ、
要観覧料。定員20名。先着順。

　和田氏は、現在の堺市南区美木多地区にあった和田庄を本拠地とした中世の武士です。同氏に伝わった和田家文書（個人蔵、当館　和田氏は、現在の堺市南区美木多地区にあった和田庄を本拠地とした中世の武士です。同氏に伝わった和田家文書（個人蔵、当館
寄託）は、鎌倉時代から戦国時代までのさまざまな種類の中世文書104点からなり、寄託）は、鎌倉時代から戦国時代までのさまざまな種類の中世文書104点からなり、和泉・河内地域を中心とした政治・経済情勢を和泉・河内地域を中心とした政治・経済情勢を
知る重要な資料として、知る重要な資料として、平成31年に重要文化財に指定されました。本展ではこれを記念し、とく平成31年に重要文化財に指定されました。本展ではこれを記念し、とくに鎌倉～南北朝期の古文書に焦点に鎌倉～南北朝期の古文書に焦点を
あて、和田氏があゆんだ歴史をさぐります。また、和田庄の領主であった天野山金剛寺がもつ和田庄関係の文書もあわせて展示し、あて、和田氏があゆんだ歴史をさぐります。また、和田庄の領主であった天野山金剛寺がもつ和田庄関係の文書もあわせて展示し、
南朝や楠木氏との関わりにも注目しながら、さまざまな機能や形をもつ中世文書の魅力をご紹介します。南朝や楠木氏との関わりにも注目しながら、さまざまな機能や形をもつ中世文書の魅力をご紹介します。
※期間中一部資料の展示替を予定しています。※期間中一部資料の展示替を予定しています。

　和田氏は、現在の堺市南区美木多地区にあった和田庄を本拠地とした中世の武士です。同氏に伝わった和田家文書（個人蔵、当館
寄託）は、鎌倉時代から戦国時代までのさまざまな種類の中世文書104点からなり、和泉・河内地域を中心とした政治・経済情勢を
知る重要な資料として、平成31年に重要文化財に指定されました。本展ではこれを記念し、とくに鎌倉～南北朝期の古文書に焦点を
あて、和田氏があゆんだ歴史をさぐります。また、和田庄の領主であった天野山金剛寺がもつ和田庄関係の文書もあわせて展示し、
南朝や楠木氏との関わりにも注目しながら、さまざまな機能や形をもつ中世文書の魅力をご紹介します。
※期間中一部資料の展示替を予定しています。
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※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止またはオンライン開催に変更する可能性があります。


